
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

日
本
共
産
党
根
本
み
は
る
市
議
の
９
月
市
議
会

の
一
般
質
問
の
１
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

近
年
で
は
、
世
界
的
な
気
候
変
動
が
深
刻
な
災
害
を

引
き
起
こ
し
、
豪
雨
被
害
、
猛
暑
な
ど
の
災
害
が
、
頻

発
化
、
激
甚
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

直
近
で
は
全
国
各
地
で
、
２
０
２
０
年
７
月
の
熊
本

豪
雨
災
害
、
２
０
２
１
年
７
月
、
東
海
地
方
か
ら
関
東

南
部
に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
静
岡
県
熱
海

市
で
の
大
規
模
な
土
石
流
の
発
生
、
今
年
８
月
３
日
か

ら
５
日
に
か
け
て
、
東
北
地
方
か
ら
北
陸
地
方
で
は
大

雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
記
録
的
な
大
雨
に
見

ー
セ
ン
ト
未
満
の
中
規
模
半
壊
に
つ
い
て
も
、
国
の

支
給
対
象
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
に
よ
る

支
援
金
に
つ
い
て
も
同
様
に
支
援
対
象
を
拡
充
し

た
。 

 

Ｑ
内
閣
府
「『
避
難
所
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境 

の
確
保
に
向
け
た
取
組
指
針
』
等
の
改
定
に
つ
い
て
」

の
通
知
よ
り
、
市
の
協
議
・
取
組
内
容
は
。 

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
で
は 

令
和
２
年
度
に
新
た
に
「
感
染
症
流
行
下
に
お
け
る

避
難
所
運
営
の
手
引
」
を
策
定
し
、
マ
ス
ク
を
は
じ

め
、
消
毒
液
、
非
接
触
型
体
温
計
な
ど
を
整
備
。
避

難
所
を
運
営
す
る
職
員
な
ど
に
、
感
染
症
対
策
を
踏

ま
え
た
避
難
所
運
営
訓
練
を
継
続
し
て
実
施
。 

避
難
所
用
間
仕
切
り
シ
ス
テ
ム
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、
防
災
マ
ッ
ト
な
ど
の
生
活
関
連
備
蓄
品
を
大
幅

に
充
実
（
令
和
２
年
度
）
。
避
難
所
の
生
活
環
境
の

舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
東
日
本

や
西
日
本
で
の
局
地
的
大
雨
、
北
海

道
や
東
北
で
の
記
録
的
大
雨
、
台
風

８
号
の
影
響
で
、
浸
水
被
害
、
交
通

網
の
寸
断
な
ど
、
住
民
の
生
活
と
地

域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
豊
田
市
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
支
給
制
度
の
拡
充
内
容
は
。 

Ａ
市
内
に
お
い
て
被
災
し
た
世
帯

数
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ

く
国
に
よ
る
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
に
、
市
が
支
援
金
を
支

給
す
る
制
度
で
、
支
援
対
象
と
な

る
被
害
程
度
や
支
援
金
額
は
、
国

の
支
援
に
準
拠
。 

・
令
和
２
年
１
２
月
に
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
住
宅
被
害
が
床
面
積
の

３
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
５
０
パ

整
備
を
進
め
て
い
る
。
女
性
に
特

化
し
た
、
携
帯
可
能
な
「
女
性
版

防
災
虎
の
巻
」
を
作
成
（
令
和
３

年
度
）
。
備
蓄
し
て
い
る
生
理
用

品
の
更
新
・
充
実
を
行
う
等
。 

    

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置 

Ｑ
「
取
組
指
針
」
に
も
冷
房
機
器
の

設
置
と
あ
る
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
必
要
。

設
置
の
考
え
は
。 

Ａ
現
在
、
小
中
学
校
の
体
育
館
に
設 

置
さ
れ
て
い
る
冷
風
機
や
、
普
通 

教
室
の
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
有
効 

活
用
し
て
対
応
す
る
。
現
時
点
で
、

防
災
上
の
目
的
で
の
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は
考
え
て
な
い
。 

 

学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
３
年
前
か
ら
提
案
し
て
い
ま
す
。

大
府
市
が
設
置
し
、
他
に
も
刈
谷

市
、
お
隣
の
み
よ
し
市
も
エ
ア
コ
ン

設
置
を
決
め
、
今
、
判
断
が
必
要
で

す
。
熱
中
症
な
ど
の
２
次
災
害
を
防

止
し
、
ま
た
、
学
校
の
こ
ど
も
た
ち

の
健
康
で
安
全
な
教
育
環
境
と
し

て
も
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て
の

判
断
が
迫
ら 

れ
て
い
ま
す
。 

 

   

地
震
・
液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ 

プ
の
危
険
区
域
で
の
安
全
な 

避
難
を 

Ｑ
畝
部
小
学
校
の
よ
う
に
、
地
震
・ 

液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
危 

険
区
域
に
あ
る
避
難
所
の
災
害 

時
の
対
応
は
。 

Ａ
自
宅
が
安
全
な
方
は
在
宅
避
難
、 

親
戚
・
知
人
宅
へ
の
避
難
、
車
中

泊
避
難
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
最

適
な
避
難
先
を
選
択
す
る
（
分
散

避
難
）
。
１
２
１
か
所
の
指
定
避

難
所
が
あ
る
た
め
、
開
設
さ
れ
て

い
る
指
定
避
難
所
で
あ
れ
ば
、
ど

ち
ら
を
避
難
先
と
し
て
選
択
す

る
こ
と
も
可
能
。
避
難
所
と
な
る

建
物
が
損
壊
し
た
た
め
、
最
寄
り

の
指
定
避
難
所
が
開
設
さ
れ
な

い
場
合
に
つ
い
て
は
、
既
に
開
設

し
て
い
る
近
隣
の
利
用
し
や
す

い
指
定
避
難
所
な
ど
へ
行
く
こ 

と
を
想
定
。 

 

根
本
市
議
は
、
「
安
全
で
早
い

避
難
が
重
要
。
畝
部
小
学
校
か
ら

家
下
川
を
渡
っ
て
向
こ
う
岸
の
上

郷
中
学
校
へ
の
避
難
は
安
全
な
の

か
。
高
齢
者
な
ど
遠
く
ま
で
行
け

な
い
場
合
、
危
険
箇
所
な
ど
で
避

難
が
困
難
な
場
合
な
ど
に
お
い

て
、
近
く
の
安
全
な
場
所
へ
の
避

難
の
対
応
を
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
、

リ
ス
ク
の
高
い
世
帯
、
高
齢
者
世

帯
へ
の
防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
配

布
、
貸
出
を
提
案
し
ま
し
た
。 

（
続
き
は
次
号
に
掲
載
） 



第２０回 豊田市平和リレー講座 ご案内 

ー戦後７７年 明治航空基地遺跡めぐりー 
 明治航空基地は、1943年安城市に造られた海軍の飛行場です。 

戦局が悪化して迎撃戦に参加した隊員のうち、特攻隊員を含む

４０人以上が犠牲となりました。 

 

 

 

 

１１月５日（土）…要予約 

集 合：９時  上郷コミュニティセンター前  

参加費：大 人 2500円（バス代、資料代） 

     中・高生 1000円 ☆昼食は各自持参 

  主催 豊田市平和リレー講座実行委員会 

   構成団体…新日本婦人の会豊田支部、豊田市平和委員会 

         豊田年金者組合、日中友好協会豊田支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安城市東端公園内にある記念碑・燃弾庫・弾薬庫 

○非常用発電施設（内部には入れない） 

〇安城市歴史博物館（学芸員による説明） 

〇野田味噌商店味噌蔵…岡崎海軍航空隊格納庫を再利用 

 

見学地 

【野田味噌商店・味噌蔵】  

   

☆参加を申し込まれる方は、平和リレー

講座実行委員会発行のちらしをご覧く

ださい。 

☆感染対策をして出かけましょう。定員

になり次第しめきります。 

第
三
十
四
回 

豊
田
市
平
和
を
願
う
戦
争
展
（
詳
し
い
ご
報
告
） 

戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぎ 

平
和
の
バ
ト
ン
を
未
来
へ
！ 

平
和
を
望
む
声
を
大
き
く
広
げ
、
若
い
世
代
に
引
き
継
ご
う 

 

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」
は
、
８

４
筆
、「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
署
名
」

は
２
６
筆
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
募
金
は
２
万
円
以
上
集
ま
り
、

平
和
委
員
会
を
通
し
て
支
援
団
体
に

送
り
ま
し
た
。 

  

展
示
で
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
「
豊

田
と
ト
ヨ
タ
の
戦
争
」
で
す
。
長
崎
型

の
模
擬
原
発 

（
通
称
パ 

ン
プ
キ
ン
） 

３
発
が
、 

８
月
１
４ 

日
に
豊
田 

市
に
落
と 

さ
れ
ま
し 

た
。
１
発 

は
ト
ヨ
タ 

自
動
車
を 

狙
っ
た
も 

の
で
す
。 

  
 

 

２
０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
二
日
間
の
開
催
は
３
年
ぶ
り

と
な
り
ま
し
た
。
の
べ
４
２
０
人
の

参
加
で
、
平
和
を
望
む
声
を
大
き
く
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
平
和
憲
法
が
変
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
情
勢
も
あ
っ
て

か
、
来
場
さ
れ
た
方
た
ち
が
、
熱
心

に
展
示
に
見
入
っ
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。 

 

と
り
わ
け
広
島
市
の
高
校
生
た
ち

が
、
被
爆
者
か
ら
話
を
聞
い
て
、
そ

れ
を
油
絵
に
描
い
た
作
品
の
展
示

（
パ
ネ
ル
）
は
、
若
い
世
代
が
平
和
の

バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
と
受
け
取
っ
て

く
れ
て
い
る
事
実
と
し
て
、
見
た
方
た

ち
の
心
に
深
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
「
豊
田
と
ト
ヨ
タ
の
戦
争
」
が
心
に
残 

り
ま
し
た
。
昭
１
８
年
生
ま
れ
な
の
で 

戦
時
中
の
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。 

う
す
う
す
中
学
の
頃
知
り
ま
し
た
。
今 

に
な
っ
て
深
く
知
っ
て
お
く
こ
と
と
思 

い
、
来
ま
し
た
。 

 

催
し
で
は
２
７
日
午
後
「
戦
争
体

験
を
聞
く
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
５
０

名
以
上
の
参
加
で
大
盛
況
で
し
た
。

森
下
さ
ん
は
、
豊
橋
で
空
襲
を
体
験

し
た
お
話
を
、
青
木
さ
ん
は
「
還
っ

て
き
た
日
章
旗
、
帰
ら
ぬ
父
た
ち
」

と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
８
日
午
後
は
特
別
企
画
を
催
し

ま
し
た
。
第
１
部
は
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う

し
の
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
朗
読
劇

「
『
こ
の
子
た
ち
の
夏
』
よ
り
の
抜

粋
」 

第
２
部
は
指
田 
和
さ
ん
に
よ

る
講
演
「
と
も
に
考
え
る 
い
の
ち
と

平
和
」
で
し
た
。 

 

ど
の
催
し
も
、
次
の
世
代
に
平
和

の
バ
ト
ン
を
手
渡
す
た
め
に
、
今
こ

そ
戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぎ
、
平
和

の
貴
さ
と
憲
法
９
条
を
守
り
ぬ
こ
う

と
い
う
参
加
者
の
思
い
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

【
豊
田
市
平
和
を
願
う
戦
争
展 

 
 
 
 
 
 
 

実
行
委
員
会
】 

 
 

◆ご紹介しきれませんが、この他にも平和を守るために活動している市民団体（新婦

人豊田支部、さよなら原発豊田市民行動連絡会、９条改憲 NO！豊田市民アクション）

の活動を紹介するコーナーもあり、市民パワーを大いに感じさせられました。 

◆協賛募金や搬入、当日のスタッフなど、たくさんのご協力に感謝いたします。 

◆今回も市教育委員会の後援を申請しましたが「政治的中立性を損なう」との理由で

却下されました。来年は早くからこの問題にも取り組んでいきたいと思います。 

◆第３５回戦争展をご一緒に創っていく仲間を募集しています。ぜひご参加を！ 

 むぎわらぼうしさんの朗読がすばらしか

ったです。指田さんの講演会も聞き入りま

した。         （初参加の 40 代） 
 

 絶対に戦争をくり返してはいけません。子

どもたちの未来が平和でありますように。 
   （通りがかって入った初参加の 40 代） 
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